
令和５年度 北信越連合理事会 議事録 

開催期日 

及び会場 

令和５年 ５月１３日（土）午前１１時３０分～ 

長野県：ヤングファラオ ミーティングルーム 

出席理事 

（役職は各連盟での役職） 

富山県：犬島理事長、岩井副理事長   石川県：榎本理事長、渡辺常務理事 

福井県：北理事長           長野県：川上副会長、両角理事長 

新潟県：塚田会長、立川理事長、諏訪間副理事長 

議事（決定事項・持ち帰り検討事項） 

１．スポーツマスターズ２０２３の北信越地区の割り当てについて 

・福井県は開催地割り当て１あり。 

・北信越地区の割り当てが３県であるため、福井県を除く４県で抽選を行う予定であったが、 

新潟県が参加希望選手なしのため辞退。これを受け抽選会を実施せず 長野県・富山県・石川県  

となった。 

２．北信越連合主催大会の確認 

・川上代表理事より下記２点について 

（１）ジュニア会員のボール登録料について２個目より 一般 500円、ジュニア 300円で 

あることを確認。（対象大会：選手権、都市対抗選手権。大会要項に明記のこと） 

既に実施の大会について返金対応は行わない。 

（２）都市対抗の開催時期及びジュニア選手のハンディキャップについて 

   ①開催時期について 

    全日本選抜選手権の翌週との提案もあったが、選抜選手権以降、実業団産業別、 

    レディス、シニア、東日本とＪＢＣ主催大会が続くこととなる。 

   ②ジュニア選手のハンディキャップについて 

    中学生以下にハンディキャップを付与しては との提案があった。 

   ※①②について各県持ち帰り検討し、北信越シニアの際の理事会にて協議となった。 

３．北信越地区シニア選手権について 

 ・福井県北理事長より開催日はスポーツマスターズの１か月前であるが、スポーツマスターズの影響で 

  ホテル確保が困難になる見込みとの報告があった。 

  日程変更、開催地（主管連盟）変更等を協議したが、予定どおり開催することとなった。 

  ※宿泊を要する県は早めの確保を推奨。 

４．北信越国民体育大会について 

  ・新潟県諏訪間副理事長より、北信越国体日程及び２週前の公式練習日について説明。（別紙資料参照） 

  ①北信越国体の第１日目の日程を調整 

  ②成年種別の競技順について、昨年の北信越連合理事会にて本国体と同じ個人戦→２人チーム戦→ 

４人チーム戦で決定していたが、４人チームの獲得可能ポイント差が最大 12ポイントしかないため 

従来の個人戦→４人チーム戦→２人チーム戦へ戻すことを提案。多数決により戻すこととなった。 

  ③公式練習日・組み合わせ抽選会について案内、申込代表者がＱＲコードを読み取り、表示された 

   フォームに入力して申し込むよう案内。 

④役員編成（各県の会長・理事長・事務局長）について確認を依頼。 

以上 

文責：新潟県 諏訪間 秀明 

 


